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【
う
ら
へ
続
く
】

　
「
働
き
方
改
革
」
法
案
。

「
委
員
会
で
強
行
採
決
さ

れ
た
。
ひ
ど
い
」「
法
案

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
デ

ー
タ
が
２
割
も
間
違
っ
て

い
た
ら
信
用
で
き
な
い
」

「
高
プ
ロ
は
労
働
時
間
規

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の

首
脳
会
談
中
止
の
表
明
は

き
わ
め
て
残
念
で
あ
る
。

同
時
に
、
米
朝
双
方
が
対

話
に
よ
る
解
決
の
意
思
を

引
き
続
き
表
明
し
て
い
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

朝
鮮
半
島
の
非
核
化

と
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

体
制
の
構
築
に
む
け
た
米

朝
首
脳
会
談
の
実
現
に
、

世
界
の
多
く
の
人
々
が
強

い
期
待
を
か
け
て
い
る
。

　

米
朝
双
方
が
、
首
脳

間
の
緊
密
な
意
思
疎
通
を

強
め
、
首
脳
会
談
の
実
現

に
向
け
た
努
力
を
引
き
続

き
行
う
こ
と
を
強
く
求
め

る
。
日
本
を
含
む
関
係
国

が
そ
の
た
め
の
協
力
を
強

め
る
こ
と
を
、
心
か
ら
呼

び
か
け
る
。

米
朝
双
方
が
意
思
疎
通
を
強
め
、
首
脳

会
談
実
現
に
向
け
た
努
力
を

　
　

日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
が
談
話
（
要
旨
）

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
24
日
、
米
朝
首
脳
会
談

の
中
止
を
発
表
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
共
産

党
の
志
位
委
員
長
は
25
日
、
次
の
談
話
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

自
公
政
権
は
25
日
、「
働

き
方
改
革
」
一
括
法
案
の

採
決
を
衆
院
厚
生
労
働
委

員
会
で
強
行
し
ま
し
た
。

　
「
ま
と
も
な
審
議
も
せ

ず
に
採
決
な
ど
許
せ
な

い
。
必
ず
廃
案
に
」―
。

議
員
面
会
所
前
で
労
働
者

や
過
労
死
遺
族
、
弁
護
士

ら
が
抗
議
し
、
廃
案
を
め

ざ
す
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

全
国
過
労
死
を
考
え
る

家
族
の
会
の
寺
西
笑
子
代

表
は
、「
こ
ん
な
暴
挙
は

許
さ
な
い
。
決
し
て
あ
き

ら
め
る
こ
と
な
く
、
成
立

さ
せ
な
い
よ
う
力
を
尽
く

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

同
日
は
早
朝
か
ら
、
全

労
連
と
国
民
春
闘
共
闘
委

員
会
が
「
労
働
法
制
の
改

自
公
維　
「
働
き
方
改
革
」
法
案
強
行
採
決

や
り
方
も
中
身
も
デ
タ
ラ
メ

　
　

強
行
に
怒
り　

廃
案
し
か
な
い

悪
阻
止
」「
安
倍
改
憲
ノ

ー
」を
掲
げ
て
中
央
行
動
。

幅
広
い
労
働
組
合
で
つ
く

る
「
雇
用
共
同
ア
ク
シ
ョ

ン
」
は
衆
院
第
２
議
員
会

館
前
で
、
過
労
死
遺
族
と

と
も
に
「
人
の
命
を
奪
う

法
律
を
つ
く
る
な
」
と
訴

え
ま
し
た
。

  

す
べ
て
の
労
働
団
体
と

過
労
死
家
族
の
会
が
過

労
死
を
促
進
す
る
と
反
対

し
て
い
る
法
案
を
「
働
き

制
か
ら
外
さ
れ
、
働
か
せ

放
題
に
な
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
問
題
で
財
務

省
が
９
５
０
ペ
ー
ジ
の
交

渉
記
録
と
、
３
０
０
０
ペ

ー
ジ
の
改
ざ
ん
前
の
決
裁

文
書
を
国
会
に
提
出
。「
こ

れ
ま
で
廃
棄
し
た
と
答
弁

し
て
き
た
交
渉
記
録
だ
」

「
安
倍
昭
恵
氏
に
関
す
る

記
述
が
あ
っ
た
。
つ
じ
つ

ま
合
わ
せ
の
た
め
の
組
織

方
改
革
」
と
偽
っ
て
強
行

す
る
な
ど
、
何
の
道
理
も

あ
り
ま
せ
ん
。
財
界
の
横

暴
、
そ
れ
を
助
け
る
安
倍

政
権
の
横
暴
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

シュプレヒコールでエール交換するデモ参加者と国会議員（25日）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

的
な
隠
ぺ
い
だ
」「
１
年

以
上
国
民
を
だ
ま
し
続
け

た
」「
大
阪
地
裁
が
籠
池

被
告
夫
妻
の
保
釈
を
決
定

し
た
」「
10
ヵ
月
も
の
拘

留
は
異
常
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
問
題
。「
愛

媛
県
が
15
年
２
月
、
安
倍

首
相
が
加
計
理
事
長
と

面
会
し
た
文
書
を
公
開
し

た
」「
獣
医
大
計
画
に
首

相
が
『
い
い
ね
』
と
述
べ

た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

17
年
１
月
に
知
っ
た
と
い

う
首
相
の
答
弁
と
食
い
違

う
」「
愛
媛
県
側
に
嘘
を

つ
く
理
由
は
な
い
。
安
倍

裕
和
監
督
の
「
万
引
き
家

族
」
が
最
高
賞
の
パ
ル
ム

ド
ー
ル
を
受
賞
。「
日
本

人
の
受
賞
は
今
村
昇
平
監

督
の
『
う
な
ぎ
』
以
来
21

年
ぶ
り
の
快
挙
だ
」

「戦争する国」ゴメン。この国の「異常」を正そう！

９条の会東京連絡会 ６・１大集会　

　

グ
ー
グ
ル
社
員
約
４
０

０
０
人
が
、
ド
ロ
ー
ン
映

約
で
グ
ー
グ
ル
の
倫
理
的

な
責
任
、
グ
ー
グ
ル
の
名

声
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
と
し
、
①
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
直
ち
に
廃
止
す
る

こ
と
、
②
グ
ー
グ
ル
と
そ

の
契
約
相
手
が
戦
争
目
的

の
技
術
を
一
切
開
発
し
な

い
こ
と
を
明
確
に
述
べ
た

ポ
リ
シ
ー
を
起
草
し
、
公

に
発
表
し
、
実
行
に
移

す
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま

す
。

グーグル社は
軍事目的のAI 活用やめよ

グーグル社員4000人がCEOに書簡

　　　　　　　６月１日（金）18時 20 分～

　　　　　　　　会場：中野ゼロホール　

お話し：中野晃一さん、小森陽一さん（コント、バイオリン演奏あり）

参加費：1500 円　　　主催：九条の会東京連絡会

研
究
者
の
言
論
を
封
じ
る
圧
力
に

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を

　
　

法
政
大
学
田
中
総
長
も
批
判

　

自
民
党
の
杉
田
議
員

が
、
週
刊
新
潮
紙
上
で
安

倍
政
権
に
批
判
的
な
立
場

を
取
る
法
政
大
学
の
山
口

二
郎
教
授
に
対
し
巨
額
の

科
研
費
が
支
出
さ
れ
て
い

る
と
、
圧
力
を
か
け
る
よ

う
な
発
言
を
し
た
。
ま
た

法
政
大
学
の
上
西
充
子
教

授
の
厚
労
省
の
不
適
切
デ

ー
タ
問
題
を
指
摘
・
検
証

し
た
記
事
に
対
し
、
自
民

党
の
橋
本
議
員
が
主
観
的

中
傷
を
行
な
い
、
発
言
の

修
正
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

法
政
大
学
の
田
中
優

子
総
長
は
16
日
に
「
自
由

で
闊
達
な
言
論
・
表
現
空

間
を
創
造
し
ま
す
」
と
の

声
明
を
発
表
し
、「
昨
今
、

専
門
的
知
見
に
も
と
づ
き

社
会
的
発
言
を
お
こ
な
う

本
学
の
研
究
者
た
ち
に
対

す
る
、
検
証
や
根
拠
の
提

示
の
な
い
非
難
や
、
恫
喝

や
圧
力
と
受
け
取
れ
る
言

動
が
度
重
ね
て
起
き
て
い

ま
す
」「
適
切
な
反
証
な

く
圧
力
に
よ
っ
て
言
論
を

ね
じ
ふ
せ
る
よ
う
な
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
」
と
述
べ

た
。

　

こ
れ
は
大
事
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
だ
。
学
問
、
研
究
に

対
す
る
不
当
な
圧
力
を
看

過
し
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

像
の
分
析
に
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
と
い
う
ペ
ン
タ
ゴ
ン

（
米
国
防
総
省
）
と
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ
イ
ブ
ン
」

の
契
約
を
拒
否
し
、「
戦

争
事
業
」
の
全
て
を
や
め

る
よ
う
最
高
経
営
責
任
者

（CEO

）
に
求
め
た
書
簡

に
署
名
し
ま
し
た
。

　

書
簡
は
、
米
国
政
府
に

よ
る
軍
事
監
視
を
支
援
す

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発

は
、
人
命
を
奪
う
可
能
性

も
あ
り
、
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
契

勇
気
を
持
っ
て
語
っ
て
い

た
」「
内
田
前
監
督
、
井

上
コ
ー
チ
の
緊
急
会
見
は

反
則
指
示
を
否
定
し
て
苦

し
い
弁
明
が
続
い
た
」「
日

大
OB
の
従
兄
が
『
世
間
が

納
得
す
る
と
は
思
え
な

い
』
と
嘆
い
て
い
た
」「
ウ

ソ
と
ご
ま
か
し
、
責
任

転
嫁
は
安
倍
首
相
と
同
じ

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

藤
井
聡
太
棋
士
が
七

段
に
昇
段
（
18
日
）。「
竜

王
戦
連
続
昇
級
で
15
歳
９

カ
月
と
史
上
最
年
少
で
昇

段
し
た
」「
今
年
に
入
っ

て
３
回
目
の
昇
段
は
す
ご

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

狛
江
市
長
、
セ
ク
ハ
ラ

問
題
で
辞
任
。「
被
害
女

性
た
ち
が
実
名
で
告
発
し

た
」「
よ
う
や
く
辞
任
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

体
操
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
内
村

航
平
選
手
が
10
連
覇
。「
４

月
の
全
日
本
選
手
権
で

は
３
位
だ
っ
た
が
、
安
定

し
た
演
技
で
逆
転
優
勝
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
是
枝

通信ケーブルの保守･管理

体制の継承を

　　日本共産党が要求

　

日
本
共
産
党
の
山
下
議

員
は
、
15
日
の
参
院
総
務

委
員
会
で
、
通
信
ケ
ー
ブ

ル
な
ど
の
設
備
の
保
守
・

管
理
が
外
注
化
さ
れ
、
60

歳
を
超
え
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ

Ｂ
が
保
守
を
担
っ
て
い
る

実
態
を
紹
介
。
Ｏ
Ｂ
が
リ

タ
イ
ア
す
れ
ば
、
保
守
・

管
理
体
制
の
継
承
が
で
き

な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る

と
し
て
政
府
に
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

　

野
田
聖
子
総
務
相
は

「
指
摘
の
点
は
大
変
重
要

な
課
題
だ
。
将
来
に
わ
た

り
安
全
・
信
頼
性
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
」

と
答
え
ま
し
た
。

首
相
は
嘘
を
つ
き
っ
ぱ
な

し
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
大
ア
メ
フ
ト
悪
質
タ

ッ
ク
ル
問
題
。「
日
大
の

宮
川
選
手
が
記
者
会
見
で

反
則
行
為
を
認
め
謝
罪
し

た
。
行
為
は
許
せ
な
い
が


